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抄録

ベッドから車精子までの移乗介護動作を， 3次元動作解析装置と床反力による測定により 局面化を分析した。

右片麻庫の模援利用者に対する移乗介護動仕の映像データ及び介護者の重心に近い左右の上後腸骨糠の中点の

移動軌跡、と床反力の大きさと角度から 局面化を検証した。まず位霊速度加速度の各データからグラフ

波形の極値を捉え ①開始期 ②引き付け期 金立ち上がり期 ④回旋期 ⑤着盛期 ⑤産位期の 6つに局面

北した。この妥当性を，介護者の左右の上後賜骨轄の中点の移動軌跡，速度参加速度ならび、に床反力から検証

した。左右上後腸骨親中点では3次元グラフ化した移動軌跡の方向転換点で為る極値 左右上後腸骨腕中点、の

移動の速震と加速度の彊{直床反力では 力の大きさと方向'性の極{直からそれぞhの局面化の最大の周期牲を
検証した結果， 6つの局面先において同期していることから，その妥当性が3次元動作解析で検証できた。

キーワード:車椅子移乗介護局面北バイオメカニクス 3次元動作解析
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はじめに 1 研究対象主よび研究方法

我が国では急速な少子高齢ftが進み，分護問題は国
民的関心事となっている O しかし 分護労骨安定セン

ターが行った平成 18年度の「介護労働者の就業実態

と就業意識調査J結果 1)によると 介護議員の離職
率泣，地の職と比較しでも高いことが明らかにされた。

その離職理由は，腰痛等提康を害したためが男性5.1拓，

女性7.7ヲるであり，介護職の職業病とも言われる腰痛

が大きな負担となっている c この腰痛発生の大きな要

因の一つが移乗介護で毒ると想定されている O

リハビリテーションや運動学などの領域では，懐康

な入の歩行の 3次元動作解析等による歩行動作の局面

化に基づいて歩行分析がなされ歩行言"親等iこ役立て

られている c スポーツなどで誌 熟練者と拐心者の動

非を 3次元動作解訴し その詰面化を比較することに

よって，上達するのに有効会運動方法などを挨討する

のに活用されている Oそこで移乗介護動作においても，

歩行分析における局面化のように 基本的に介護動作

そのものを解析し，動作の講成や移乗要素ごとの特徴

などを導き出すことによって その介護動作分析や分

護技術の標準化と専門性の確立が 分護現場での理論

と実践に活用できると考えている O

特に移乗介護は，分護福祉の現場で日常的に頻繁に

有われる分護動作であるにもかかわらずラ移乗会議そ

のものの分析誌充分とはいえない。移乗介護iま立ち上

げ，回旋，着窪といった譲数の動作を含み，移動の方

向や力の向き，速度などが譲雑に変北しながら一連の

動作として行われる介護動作である。先行研究では，

分析方法に，ビデオ撮影による画橡分析2)や，タイ

ムスタディによる動作解析 (MODAPTS)法 3，4)重

心動揺計5) 表面信電図 6) 3次元動作解析7)等が使

われており，灘定条件も模疑利用者と分護者との足の

位賓の違い 2，6) 車精子の設置角度の違い 7) ベッド

や車椅子の高さなどの遣い引等 条件を変えて比較

検証が行われている O また，移黍介護動作の分析にお

いて，移乗介護動作を 3つに区分 11) したもの， 4つ

に区分 2，10) したものや 片麻産者の移乗動作の分析に

おいてベッドに端座位してから車椅子に座るまでを 3

つに区分 6，16，17)して分析しているが 区分の定義は盛

ずしも 3次元動作解析による明確な局面ftではなl)0 
したがって，移動の方向，速さ，力などが異なった動

非によって構成されていることを明らかにしていくこ

とによって，移乗介護技術の標準北と専門牲の確立や，

介護現場で活用ができる介護技能の理論と実践を得る

ことができると考え 本研究では移乗介護動作の 3次

元動作解析による局面化とその妥当性の論証を行ったO

1.1 対象者

実験条件を下記のように設定して，車詩子からベッ

ドへの移乗介護を行い それを 3次元動作解析した。

介護者は儲理的配慮、をして頚究協力に同意の得られた

5年以上の実務経験を持つ介護福社土5名〈女性，平

均年齢38.0:::t16.1義，平均身長159.4:::t 4.3cm，平均
体重 51.2:::t 13.5kg) と1名の未資格であり分護未経

験者(男性i年齢33歳，身長167.2cm，体重60.0主g)
とした。被介護者である利用者は 5年訣上の実務経

験のある会護福祉士であり 移乗介護で法主要な利用

者である片麻葬の運動障害を模倣し それを遂行可龍

立女性 1名(年齢25歳、身長.-157.0c盤、体重50kg)

を右片麻薄の模援利用者とした。

1.2 利用者の端座位む肢位の設定

2枚のブオースプレートの近笠端中点に原点を定

め，その原点を通る王子行繰上にベッドサイドの子前の

端を接置した。その原虫とベッドサイドの交点、をベッ

ドサイドの中点と決め 模擬利用者をベッドサイドの

中点にあわせて端座位させた。模援利用者の下腿長は

46cm，投開館部から藤蓋骨上端までの長さは39cmで

あった。ベッドサイドから藤蓋骨近位端までを言測す

ると 29cmであった。模擬和用者が立ち上がりやすい

自然な肩幅に両足を開き 両膝蓋骨の近{立場と揖指諌

とを結んだラインが ブオースプレートに対して垂直

となるように両種を引かせた。両是底がフォースプレ

ートに義地するようにし 左大腿骨がベッドサイドの

ラインに対して 90度になるように産らせた(図-1)。

医 1 利用者の揖座位と車椅子の位置
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1.3 ベッドと車靖子の泣置

車椅子は，模援利用者がベッドに端産位し，利用者

の健側にベッドに向かつて 30度に設置した。ベッド

と車椅子法標準型車椅子の高さである 42cmに設定した。

先行研究におけるベッドと車椅子の罪離は，車椅子

のフットプレート先端とベッドまでの距離を 15cm7)， 

利用者のベッド端座位と移乗後の車靖子端産位間の移

動距離を 30cm9)とするものなど 従来の報告ではー

津ではなかった。実際の介護現場では，車橋子までの

距離は利用者に合わせて位置調整していることから，

模擬利用者の体格に合わせ下記のように車精子との距

離設定を行った。模擬利用者がベッドに端座{立した位

置〈座りの深さ)と，移乗後に車椅子に座った時の位

置が同じ距離になるように計測し車捧子を設費した。

ベッドの中心から，模擬平日用者をベッドに 90度にな

るよう座らせた左大腿骨のラインとベッドサイドの支

点、までの顕離が 10.5cmであった。ベッドサイドから

左膝蓋骨近往端までの距離が 29cmであったので，左

藤蓋骨近位端から 車靖子の産面の手前中点から左側

に10.5cmの点、までの距離を 29cmに合わせ，これを

利用者における車詩子とベッド関の距離とした(図-1)0 

1.4 開始姿勢及び介護方法

開始時の介護者の足部の位置は，先行研究 6，15)から，

模擬利用者の蘇捧慣の足の外側に分護者の左足を沿わ

せる，いわゆる外足法を謀用した。分護者の右足は車

梧子のベッドから遠位傑のキャスターの外憾に置い

た。模援利用者の麻庫倒の右肩と分護者の右肩を触れ

させて，模擬有用者の健鱒である左上肢で介護者の右

肩甲部をき包かせた。弁護者の左上肢は模援利用者の麻

捧倒上肢の外髄から 右上肢は模擬事j用者の側腹部か

ら回して，模擬利用者の綾部を支え立がら移乗弁護す

る方法とした。

1.5 介護者への指示

介護者には，上記の介護動作および介護方法につい

て，充分に説明を行い，予稿試行を重ねてから動枠うま

析をした。足底庄の連続性を維持するために，利用者

を会助しながら車椅子に産らせるまで，介護者の両足

を踏み変えないことを指示した。

1.6 模様科用者への指示

模擬利用者は右片麻痔であり 麻産部上下肢は不全

麻庫の状態であることを伝え，利用者の鍵側の上肢法

弁護者の左肩から背中に屈し介護者を軽く保持するこ

と，健関下設に重心をかけ立がらそれを轄にし，介護

者の動きや誘導に任せて介護されるように指示した。

1.7 費用機器と解析方法

3次元動fT解続は， Oxford MetrIcs社製の Vicon512

を使用した。その機材の構成は赤外穣カメラ 8台(サ

ンプリング周波数 120HZ) と2枚のキスラ一社製ブ

ォースプレート (600HZ)である。そして，赤外嬢カ

メラにより記諒された反射マーカの位置座標をコンピ

ュータに解析させることにより 3次元動作分析の導出

を行った。 灘定方法は 春外緩マーカを摸擬利用者と

分護者の身体動作を予測する関節の可動軸中心に，そ

れぞれ 17箇所と 28笛所，合計45箇所に居定し，さ

らに車椅子とベッドには産面 肘掛の位震が計測でき

る位置に合計8箇所に宙定した O 今回の分析には，介

護者の重心に近い腰部の移動，上半身の傾斜角慶，藤

の屈曲角震を求めるために，左右の上後腸骨腕部，第

7頚椎腕突起部，左右の大転子部，藤蓋骨，足関節外

諜の合計9菌所の位置座標のデータを捷屠した。

密 2 ベッドと車イスの配置と産標

模擬判用者が端座位するベッドの子前の端に合わせ

て， 2枚のブオースプレートを置き，その中点を原点

とした O ベッドサイドに対する平行座壊を X軸，ベ

ッドサイドに対する垂直座標を Y軸，フォースプレ

ートに対する高さを Z軸とした O 今回は弁護者側か

らの動作を解析するため， X軸のプラス方向を左，マ

イナス方向を右， Y軸のプラス方向を後，マイナス方

向を前， Z軸のプラス方向を上，マイナス方向を下と

表記する{図-2)0 分護者の左右の上後藤骨練の中点

(以下、いわゆる腰部中点、と呼称する)は，左右の上

後腸骨椋の言測値よりその中点座標を求めた。国-2

に示した$のフォースプレートに辻介護者の左足と利

用者の麻捧樹の足部が ②には介護者の右足と利用者

の健鱒の足部がそれぞれ乗ることになる G また， 2枚

のフォースプレートの計i矧直から介護者と利用者が一

体となった床反力を分析するため 1枚のブオースプ

レートとしての値を算出し，合成床反力としてうま析した。
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図ヰ 経験者Aと未経験者の移乗介護動作の比較

図-3'i，分護経験者5名の腰部中点の時聞に対す

るXYZ軸の位霊データである O 先行研究7)に報告さ

れている，介護経験者は未経験者に比べ時間と腰部の

高さのグラフで2峰以上の波を描くとL寸特徴が本研

究からも認められた。この特散を最も顕著に示した介

護経験者Aのデータと未経験者データを比較した。

先行研究 2，7，10，11)で示されている 沫反力中心点の

移動軌跡、が安定している 上辛身の前傾角度と左右の

膝の屈曲角震が連動している(図-4) という弁護極験

者の特識にも最も当てはまったため，介護経験者 A

のデータを典型例として それを基準に他事例と比較

検証した。介護経験者A(典型例〉法，今まで腰痛を

起こしたことのない介護施設での介護経験年数 18年

の43歳の女性で島る O

2 結果

2.1 移乗介護動#の3次元動作解析

腰部中点、の位置データ，移動速度，加速度ならび、に

床反力から、移乗介護動作を 3次元動作解析した。ま

ず分護経験者 A (典型倒)の 3次元動芋解析を行い

それを基準として他事例と比較し立がら，車椅子から

ベッドへの移乗分譲動作の局面化を検討した。
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国 5 3次元動作解析で捉えた
左右上後揚毒韓中点、白移動軌蕗

2.1.1 腰部申点、の移動軌跡から方向性の分析

腰部の中点、の移動軌跡、を3次元グラブ化し

た(図-5)0 このグラフの方向転換点を見ると，

第一に開始点から一旦x軸， Y軸ともにプ
ラス方向に移動し，第二に Z軸で下降し立が

らY軸プラス方向に移動する O 第三に Z轄

で上昇しながら X軸でプラス方向， Y軸で

マイナス方向への移動に変わっている。第四

にZ軸で緩やかに下降しながら X軸でプラ

ス方向， Y軸で、マイナス方向へ移動した後，

第五に Z軸で急速に下降しながら X軸でマ

イナス方向， Y軸でプラス方向に移動する O

第六に， Z軸で上昇へ移動しているのがわか

るO つまり，介護者の腰部中点、は，明らかな

5つの方向性と転換点、(図-5上の&点〉を持

ち，開始点、と経了点の位置が異な与，水平面

ではV字状，前額面では螺旋状矢状面では∞字状の

軌跡を描く事が分かった。したがって，腰部中点の移

動軌跡の方向性と転換点から 移乗介護動作は§つの

動作に分裂することができた。それぞれを，号開始期，

②引き付け期，③立ち上がり期，④回旋期，@着座期，

⑥座位期と呼称した。

2.1.2 註置データ XYZ軸の極桓からの分析
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時間に対する 3次元の位童座標(距離)から詰， 5 

つの極値があり， 6つの移動方向をもっ動作として分

裂できる c

腰部中点、を動作開始時点からの時間とそり時間割合

の百分率に対する XYZ轄のそれぞれの位置(距離)

のグラブから分析した o XYZ軸上の近似値では時間

的早期に出現した時点を局面化の極値とした(図-6)。

X轄の波形は最初の極僅である 0.78秒 (5.09も時間

百分率)点でプラス方向から，再びマイナス方向に転

換する o 2番目の極{直である1.35秒 (34.59り点から

再びプラス方向に転換している O

Y軸では， 2.94秒 (75.29も)点に極値を認めた。開

始から速度を変えながらプラス方向で変化していたも

のが，一旦マイナス方向へ変北し， 2.94秒 (75.29る)

点から再びプラス方向へ変化している。

Z軸では1.35秒 (34.5%)点， 1.82秒 (46.59も)点，

3.71秒 (94.99も}点に極値を認め 下降，上昇，下降

という方向転換を行い， 3.71 (94.99計秒点から再び

上昇しているのが認められた。

2.1.3 腰部中点の移動速度・加速度からの分析

図7 D要部位置および
速度'加速度の撞値からわ6局面北

腰部中点の移動速震・加速度から検証すると事以下

のように桂置データからの 8局面化と誌同期してお

り，妥当性が高いといえる。

速度グラブは開始部分と終了部分の関に同数の4蜂

性の波形が認められた。加速度グラフでは，開始部分

に一旦変化が少ない隆起状部分が認められ，以降終了

部分との関に 4峰の波形が認められた(図-7)。

速度グラフではグラフに示した 1番目の点、が， Z軸

第 1の極{直点とほぼ一致している o 2番匠の点はZ軸

の3番自の極{直点に法廷一致している。速度グラブ最

初の峰は引き討け期に， 2番目の峰は立ち上がり期に，

4番目の蜂法着座期に，それぞれほぼ中央に極植が来

ている G 弁護者は一つの動作を行うとき，開始から

詮々に速度をあげ，速度を下げつつ経了することから，

これらの局面詰一つの動作群であるといえる。

また，速度グラフの 3番目の蜂は回旋期の開で飽の

蜂に比較して小さく 2つの谷を含んでいる o f立置グラ
フから移動方向の転換は認められず 民一方向の動作

の中の速度変北であることがわかる O

揺速震グラフでは.加速慶グラフ上に示した 1番目

の点が位置グラフのX軸の 1番目の極値と， 2番目の

点、がZ軸2番目の極値と それぞれほぽ一致してい

ることが認められた。 2番Eの蜂は立ち上がり期の開
始点、に， 4番目の蜂は着座期の開始点、に，それぞれ窪

かずつ遅れているが，波形からは位置グラフにほぼ同

期しているといえる O

以上のことから，位置データからの 6局匡{とは，移

動速度・加速度データからも雨期性を認めるので妥当

性が高いといえる。

2.2 フォースプレートデ一歩からの検証

時間(秒}

図s介護者A護部中点位置と合成床反力霊力の角震

床反力から検証しても 移乗分護動作を 8つの動作

に局面化することは，以下のように妥当性があること

が認められた。

合成沫反力，床面に対する力の方向 (角度)のグ

ラフを位置データから 8動作に局面化したものを詞期

したものが図-8で品る O

合成床反力グラフ上の 1番Eの点が，位置グラブの

Z軸の 1番目の極値と 2番目の点が位置グラブのZ

軸の 2番目の極値と， 3番目の点、が笠置グラフの Z軸

の3番目の極値とほ迂一致している O

力の角度のグラフ上の 1番目の点、は，位置グラブの

Z轄の 2番目の極値と 2番目の点が位置グラブの Y

軸の極値と， 3番目の点が位置グラフの Z軸の 3番E

の極値と同期が認められる O したがって，合成宗反力

の力と力の向きからも，移乗1i護動作の 6局面化法妥

当性が高いことが認めちれる O

唱
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2.3 局冨1'tの分割点
移乗動非の局面化を位富データから分裂すると，笠

置データの波形から分割できる。しかし， IDI旋期は頭
部中点のデータだけでなく 利用者の寵髄である左足

患の旋回で確認する必要がある O したがって，①開始

期:開始から X軸の上昇から下降開始まで，②引き

付け期 x軸と Z軸の下降から上昇開始まで，③立
ち上がり期 x軸と Z軸の上昇から， Z軸の下降か
ら回旋が始まるまで，@回旋期 Z軸の下降が始ま

ってから Y轄のプラス方向への転換点、まで，または

利用者の軸足である鍵足底が回旋し始めてから終了す

るまでの関，⑤着座期:I函旋が終了してから Y軸と
Z轄の上昇開始まで ⑤座位期 :Z軸の上昇から分護

動作終了までとできることが示唆された。

①開始期 Z軸でlまとんど変化が無いプラットな

波形と， X軸のプラス方向への移動が認められる。 Y

轄でもプラス方向の移動が認められる。Y軸の変fとは，
X軸のプラス方向へ移動することに同期する変化と捉

えることがで、きる O

②引き付け期 x軸の 1番目の極値から同期して，
顕著に Z軸が下降しているのが認められる o Y軸の

変化は， X軸の 1番目の極植に同期して，波形土の傾

斜角度も高くなっている O 介護者が腰部を落とすこと

により，警部を後に突き出しながら， Y軸のプラス方

向へ移動していると推察される G 引き付け期では， Z

軸の変化に同期した XY軸の変{とがあるといえる O

③立ち上がり期 Z軸の上昇方向への変化が顕著

である o X斡はその開始で極値と立り謡やかにプラス

方向に変化している。立ち上がり期は Z軸の変先に

ともなう Y軸のマイナス方向の移動があるといえる O

④回旋期:典型都では回旋期の開始点に Z軸での

下降方向への転換点が認められ，田英期の終了点には

一致する Z軸の方向転換点辻認められなかった O 国

旋期終了点は Y軸の極値であった。また，今回の典

型例では， Z軸の2番吾の下降方向への転換点が科用

者の軸足である健劉足底の回旋開始と， Y軸の極{直が

回旋終了と一致していた。

したがって，回旋期は Z軸の下降開始から Y軸グ

ラフ波形の上昇開始までで分割できる可龍性があると

いえる O

⑤着盛期:介護者は産らせるために深く腰部を落と

す。典型開では弁護者が腰部を落とすために腎部を後

方ヘ突き出すことから Y轄でプラス方向への極値が

認められる O しかし 回襲期に Z軸の下降方向への

変化が重複しているために Z軸に極値が認められな

かったことが示唆された。

⑤座往期 'Z轄の顕著者上昇への極{直が認められ

た。 Z軸の変化にとも立う XY軸の変化があるといえ

るO

2.4 映像データからの接証

⑤着盛期 ⑧座位懇

国9 6局面化と局面ごとの移乗介護動作の特融

映像データから検証すると 分割した6局面にそれ

ぞれの動作の特徴が認められ映倭データから 6局語

化と動作分割点は妥当性があるといえる o 6つの局面

を映像データと照らし合わせると 局面化した動芋ご

とに特識を捉えることができ.動作の特徴から以下の

ように示すことができた。(図-9)

①開始期

分護者誌面膝を軽裏屈曲して 上半身を大きく前傾

して利用者を抱え、剥用者の麻庫額uの右肩に介護者の

右肩を触れさせた状態から始まるつ引き{せけ動作を捨

める前に，介護者の両擦が殆ど屈伸すること立く，分

護者の腰部中点を左へ移動して左頬した体幹をもどし

ている o X轄のプラス方向がマイナス方向ヘ転換する

のが認められた。また Z轄の変化がほとんど無いこと

も認められた。

②引き付け期

介護者辻両膝を大きく屈曲して 腰部を落としてい

る。介護者の両膝の大きな屈曲とそれに伴う剥用者の

前傾が観察され，利用者の両大腿部がベッドから浮き

始める点が観察できた。 Z軸で介護者の腰部中点、の急

速左下降が始まるのが観察できた。

③立ち上がり期

介護者は屈曲した両膝を伸展させ，開いた両下肢の

中心を対誌にして 立{立をとっている。利用者の両膝

は伸展する。介護者の腰部が Z軸で上昇方向へ急速

に移動するのが観察できた。

④回旋期

京j用者の軸足である鍵髄足底が旋屈を始めて終わる

までの題期として観察できた。前半では弁護者の左膝

が屈曲し，後半で誌右膝も屈出するのが認められた O

腰部中点の移動方自の転換は 開始点では Z轄の下

降と時計圃号の自旋 終了点は圃旋の終了と Z軸の

急速な下降として明らかに確認できるが，回旋開始か

つ中つu
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ら着座が終了するまでZ軸上で誌一貫して下降方向

への移動であり，匝旋終了は Z軸のみでは分割が困

難であり，典型倒で誌 Y軸データからの局面化が必

要であることが確認できた。

①著座期

利用者の国旋が終了してから 分護者は膝を大きく

屈曲させ，利用者の警部を車靖子座面i二乗せるのが観

察できた。着産期の開始点は介護者が頭部を落とすに

載って，分護者の響苦手が後に突き出すように動くこと

が確認でき Y軸の後方への移動が始まっていること

が石産認できたc

@産位期

着座終了議，介護者は両騒を伸ばして腰を上げ，右

肩で押すようにして，利用者の上半身を起こしてから

移乗介護を完了するのが観察でき，分護者の腰部中点

はZ軸で上昇方向への移動が確認できた。

2.5 典型額以外の事部の局面化

典型例以外の経験者動作を位置データから分析し，

局面化した結果，典型例詞様，腰部中点の位置グラブ

の波形は移動速度 加速度グラフ波形との同期が認め

られた(図-10)0 

経験者 B，経験者 Cは，典型例詞様，註置データ

から 6局面化することができた。速度・加速度グラブ

波形でもほ迂毘様の特徴が完られた。経験者D，経験

者Eは，開始期の終了である X軸の 1番目の転換点、と，

引き付け期の毘始である Z軸の 1番目の転換点、が迂

ぽ一致しているため 5局面先になった。速度・加速

度グラフでも 5局面化に法廷再期していることが認め

られた O 未経験者では，位霊データの XYZ軸グラブ

がlまぽフラット本波形となり f立置データからの局面

北は困難であった。映{象データと速度・埠速度グラブ

からは4局面化の可能性が認められた。今後，他の経

験者・未経験者についても，ブオースプレートデータ

との同期を検証し 更に妥当性を高めていく必要があ

るO

3 考察

3.1 6罵冨化の特徴と分割点およびー遠の動作とし

ての局面動枠む分析

移乗弁護動作は利用者と介護者が一体となった動作

である G 各局面化の相互に一連の動作としてのつなが

りがある G 今回は分護者の介護動作についてのみ局面

北を行ったが，映像データから観察した局面毎の利用

者の動きを，分護者の動非の特徴と合わせて考察する

と以下のようになる O

ヨコ開始期

分析した典型倒では 介護者が利用者を保持しなが

ら引き甘ける前に，引き付けとは別途の移動を認めた。

腰部の高さ (z轄)は殆ど変化しないまま，分護者の

左方向 (x軸プラス方向)へ，腰部中点が移動してい

る部分である O 開始姿勢で利用者の麻葬1~Uの左肩に向

けて弁護者の右肩を合わせるために 介護者の脊柱泣

左に傾いた状態である O これを次に来る，雨膝を屈曲

して腰部を落とす動作のために，腰部をやや左へ移動

させ，傾斜を修正しているものと考えられる。これに

停い，利用者の上半身法健側に傾けられることになり，

立ち上がるときに健倒下鼓に力を入れて立ち上がるの

に適した姿勢になっていると推察できる O

@引き付け期

両者が組み合った状態から立ち上がるまでの動作で

ある。典型例では利用者を訂き付けて前{頃させるため

に，介護者は両膝を大きく屈曲して腰部を落とす。分

*未経験者は位置による局面北が呂難であった
ため，映像によって毘富化したもおである

菌 10 経験者と未経験者における時間に対する位置と速産調加速度による局面化

qa 
ヮ“
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護者の腰部中点は下降 (z軸)し 自然に警部が突き
出すように動き、分護者の後方向 (y軸プラス方向)

に移動する G 介護者の上半身の前傾をできるだけ少立

くし，利用者の重心をできるだけ重心線の垂直方向で

立ち上げようとしているものと考えられる O 最も深く

接蓄を下ろした詩の姿勢は 介護者のみ基底面から重

心緯がずれ，介護者単体では取りにくい姿勢で品り，

利用者を保持する動作であることがわかる。

金立ち上がり期

典型倒では介護者は両膝を停麗させて，自分が立ち

上がると同時に利用者を立ち上げる。映像データから，

介護者の両藤が伸展しきる少し前から，利障者の腰部

や両膝が伸展するに伴って 判居者の腰部がやや車椅

子方向へ動くことが観察できる O これは，開始期に健

偶に傾けられた利用者の上半身が ベッドから接地面

である腎部が浮くことで利用者の身体が白熱に車椅

子方向へ回転すると考えられる。開始期の，弁護者の

腰部中点の介護者の左方向 (x軸プラス方向)への移

動が，利用者の上半身の健傑への傾きを促し，立ち上

がり期に利用者の腎部が自然に車椅子方向への回転を

はじめるものと推察できる O

三島田旋期

Z軸上の上下の位置データから明らかな匝旋期の経

了点が認められ立いが， XYZ轄の速度，加速度で泣

回旋期内に小さな峰が認められた。これiま，回旋期は

じめには力を入れて掴速震を上げながら酉旋させ，途

中から回旋させすぎ主いように抑制している可龍性が

考えられる O または 初めは介護者がベッド方向に利

居者を押す方向で回旋させ，その後に，ヨiく方向に転
換する可能性もある。したがって回旋期は回旋前期，

回旋後期に掘分割できる可能性が高い。今回は分護者

の腰部の中点の位置データを分析したが，左右の上後

腸骨耕の位量データから腰部の回旋ならび、に利用者の

足底部についても分析をする必要が為る。更にフォー

スプレートのデータの分析を深め 議電図鴻定からの

分析からデータの集積を行ってpくあ要がある G

⑤着座期

典型例の峡{象データからは，回旋終了後，介護者は

両膝を深く屈曲しているのが観察できた。腰部中点す

なわち重Jむが最も低くなっている点、である O 利用者は

前傾させられている O これにより 判用者の磐部が車

蒔子産面の実1rUJへ送り込まれているのが認められた。

⑤座位期

典型例で泣，着座期に介護者が上半身の前傾を少な

くし，腰部を深く蓄とすため，利男者の上半身は引き

付け期のように前傾していた。介護者は両擦を伸展し，

肩で利用者の上半身を車椅子のパックレストに向けて

押すようにして，利用者の前傾を起こすため，和用者

の座位姿勢は整えられ介護者の腰部中点、は急速に上

昇する O

3.2 移乗介護動作の罵面化の必要性

介護現場では利用者の生活の賛同OL)の向上を

目指して，より重度の要介護状態にしない介護予防に

取り組んでいる。食事や誹港生活の活性化のための

活動など，自力で移動できなくなっても，座位が取れ

れば，会事のときは食堂ヘ移動し，たとえ尿便意の訴

えがない入であっても できるだけおむつ内への排植

を少なくするために トイレなどに移乗しての排謹介

護も，多くの介護現場で頻固に行われている。逆に，

介護者の介護負担が大きく立ると 移乗回数を抑える

ようになり，寝たきりで誌なく，車詩子に座らせきり

老人を生むケースもある O このように移乗介護は，介

護サービスの費にも関わる最も基本的立弁護技衝であ

るため，利用者の体重を支えながら移動するという大

きな負担を抱えながらも 薄日非常に額繁に行われる

必要のある介護技術なのである O

1r護福祉士養成施設や看護師養成施設などで一般的

に使用されるテキスト 12ユ3，14)には さまざまな介護方

法が記載されてお号，近年は移乗分護動作に関するパ

イオメカニクス的研究も取り組まれるようになった。

しかし実際の分護等の現場では 判用者の全てに共通

して適用できる弁護技衝が標準化されていない。しか

し，多くの有効な研究成果を共通して分護技術を介護

評価できる標準化があれば さまざまな利用者の樟害

状態にどのように応用していけばいいのかを検討でき

る評舗となるものと思う O

3.3 3次元動作解析と馬車化の可能性と妥当性

移乗介護動作を 3次元動作解析し， 3次元グラフに

示したことにより 3次元による立体的な腰部中点軌

跡が捉えられた。また 先行萌究では，分析方法に，

ビデオ撮影による画像分析 2)や タイムスタディに

よる動作解軒 (MODAPTS)法3.4)重心動揺計5) 表

面信電菌 6)などが用いられている。ビデオ撮影によ

る画像分析 2)では分摂しようとする点の静止画から

分析が行われているが その間の介護者の動態を導き

出すこと法国難であると思われる O タイムスタディに

よる動作解栢 (MODAPTS)法 3.4)では，作業毎の時

間を分析している G 本研究における移乗分護動作の総

時間や介護者の腰部の移動総軌跡長でも，ゴト護未経験

者は，介護経験者群に比べて顕著に短かった。先行頭

究 2.10.11)等でも，看護学生のほうが著護婦よちも単純

で直諌的な動作であり 重心の移動距離や総作業時間

が短く，作業効率;まよいといえるが，ボディメカニク

スの観点、からは弁護者に負担の大きい動作であると指

摘されているように，作業効率のみでは，移乗介護動

作の標準{とは不十分で毒ると考えられる。今画3次元

動作解訴した典型例iこ晃られるように，開始期にはス

ムーズな立ち上がりに向けて介護者の脊柱の左頬を修

正しておく，立ち上がりをスムーズに行うために引き
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付け期で利用者を前傾させる立ど 3次元動作解析を

用いることで，専門性のある介護技能として確立する

ことにも理論先できると考えられる O

今回の 5名の経験者の3次元動作解析では， 5名中

3名が 6局面化， 2名が 5局面北となった。未経験者

は映像データから 4局面化の可能性があった。 6局面

北できた 3名の経験者泣いずれも 40歳以上の分護経

験年数が 10年以上ある被験者である o 5局面化でき

た2名は， 20義代と 30歳代の介護経験年数が5年の

被験者であった。今後 詰電留データなどにより，局

面蓄の放電量やエネルギー活費量などと合わせて比較

することで，局面毎の動作の特教を捉え，熟擁者と未

経験者の比較や条件の違いによる比較などに活用でき

るため，さらなる分護技術の検証にも活用できる可能

性も高まると考えられる O 介護技備の動作解析のデー

タの集積によ与，効率的立介護技術の標準化と専門性

の確立ができる。

3.4 移乗介護動作の6罵面化の妥当性

先行研究では，移乗介護動作を 3つに区分 11) した

もの，長つに区分2ユ0) したものや，片麻庫者の移乗動

作の分析においてベッドに端康{立してから車椅子に産

るまでを 3つに区分ゑ16，17)して芳析しているが，区分

の定義は必ずしも 3次元動作解析による明確な局面北

ではない。水戸2泊)らは 車詩子からベッドへの移乗

介助の看護学生と看護婦の比較分析を，面接分者を用

いて行っている。 3名の研究者により全介護動作を把

握した上で， r笠置取りJ，r立ち上げJ，r回転終了J，
f座らせ」の 4区分点を決め その点における静止画

から分護者の関節角度等のうま析を行っている O 伊丹紛

らは，車椅子移乗における援助動作誌， r構えJ，r立
ち上げJ，r冨転J，r座らせ」の 4つの動作から成り立
っていると前提して分析を行っている O これらの先汀

研究では，区分の定義は明確にi主主されていないが，

水戸らの f笠置取りjから[立ち上げjの動作の需に
伊丹らの「構え」から「立ち上げjの動作内と推割さ

れる部分に，本研究においては，開始期，引き付け期

が認められた。開始期iま，被験者 6名のうち， 10年

以上の分護経験を持つ被験者3名に認められた，分護

者の腰部をX軸プラス方向へ移動して介護者の脊柱の
左傾を修正する局面である。引き付け期iま，被験者6

名のうち， 5名の介護経験者全員に認められた，利関

者を前傾させるために分護者が腰部を落とす局面で毒

る。さらに，水戸ら，伊丹らの「座らせJの動非内に
本研究で被験者 6名のうち， 10年以上の介護経験を

持つ被験者3名に認められた 着座期と座住期が含ま

れていると推i揺される O 開始期，引き付け期の分護者
の腰部中点の{立置データからは 立ち上がり期とは明

らかに違う移動方向，速震，担速度の波形が認められ，

合成床反力の力と向きの波形からも 分割できるもの

で品った。着盛期と座位期についても同様であり，移

動方向や力の向きの違う動作が行われていると認めら

れた。

また，ヲ|き付け期，座位期は今回の実験では，未経

験者に認められ主かった動非であった。介護経験者と

未経験者の動作の比較を行うとき この違いを検証す

ることは重要であると考えられる。分護技能の検討を

行う上では，移乗介護動詐を議電図会どから分析して

Lミく必要が毒る。この時，局面毎の筋活動量の分析が

重要であり，これらのことから，移乗介護動作は8つ

に局面化することが妥当であると考える O

3.5 移乗介護動作の3次元動作解析による検証とそ

の課題

今回の分析では，移乗介護動作は， CD開始期，②引
き{すけ期，③立ち上がり期，寺回旋期，@着座期，⑤

産位期の6つの局面に分けることの妥当性が高まった

といえる O しかし，今回の回旋期の分析で、行った利用

者の健倒足露の回旋で分訴することに妥当性があるの

か，或いは，-5r護者の動作から規定できるのかを更に

検証していくことが課題である O 今後は，今回の註童

データヲ床反力データと毘期した筋電国データかろも

検証し， 6局面化の妥当性を高めていくことが必要で

ある O また，分護動非の特性として，利用者側の安

全・安楽，残害機態の活用は欠くことのできないもの

で品り，介護者と利用者双方の動作を分析していく去、

要がある O

更に，今国移乗分護動作を 3次元動作解析すること

により，介護者の身体動態をデータ北することができ

た。今後データを集積していくことで，ゴヤ護動作のシ

ュミレーションも可能と立り 福祉用異の開発にも役

立つのではないかと考えられる O
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Abstract 

The process of wheelchair transfer assistance企oma bed to a whee1chair was examined， and the division of the process 

into phases was examined by using a three-dimensional biomechanical analysis device and floor reaction force plate. 

Models出atportrayed right hemiplegic patients were used in the simulation of the performance of whee1chair transfer assis-

tance. The movements were tracked at the center point between the right and left posterior superior iliac spines， which is 

approximately the center of gravity of a human body. The floor reaction force， speed， and acceleration were measured. First， 

the extreme values in the graph were ca1culated from position dataラspeeddata， and acceleration data. The movements were 

divided into the following phases: CD beginning， o shifting，③standing up， @加泊ng，⑤sittingdown， and @ adjusting 
seating position. After verifying the tracks of the movement，由everification of the phases of the wheelchair transfer assis-

tance performance was obtained from the floor reaction force combined with the movement tracks， speed， and acceleration. 

After the tracks of the movement were graphed in three dimensions， the turning points of the tracks were found to be almost 

synchronous with changes in the floor reaction force， speed and acceleration， resulting in the validity for dividing the wheel-

chair transfer assistance performance into six phases. 

iくeywords : wheelchair， transfer assistance， phases， biomechanics， three-dimensional analysis 
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